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藤井孝男氏の歩みと白川町との絆年号（西暦）

昭和18 （1943）年 5月

昭和56 （1981）年 7月

平成 9 （1997）年 9月

平成24 （2012）年 6月

平成15 （2003）年 9月

平成30 （2018）年 11月

令和 8 （2026）年 4月

東京都で生まれる（黒川出身の参議院議員・藤井丙午氏（白川町第1号名誉町民）の三男として誕生。
幼少期から生涯にわたり、折に触れて白川町を訪れる）

参議院議員に初当選（国政へ進出。以後、国道41号の防災対策をはじめとする地域のインフラ整備
や安全確保を後押しする）

第73代 運輸大臣として初入閣

日本ラグビーフットボール協会 副会長に就任（後に顧問。2019年W杯日本大会の招致や、日本ラ
グビー界の発展、スポーツによる地域振興に大きく貢献）

自由民主党 総裁選挙に出馬

旭日大綬章を受章

13日 逝去（享年83歳） / 6月議会で白川町名誉町民に選出

藤井氏の仲介により、中村勘九郎氏（後の18代目勘三郎氏）が東座の「名誉館主」に就任。平成 3 （1991）年 4月

自民党総裁選へ出馬
　平成15年（2003年）、藤井氏は国のトップを決める自民党総裁選へ立候補しました。
　当時、現職の総理大臣であった小泉純一郎氏に真っ正面から挑む形となりましたが、全国を巡りながら自らの
政策と信念を堂々と訴え続けました。
　日本のリーダーを決めるこの選挙に、岐阜県内から候補者が出たのは実に37年ぶりの快挙でした。一人の政
治家として、憲政の歴史に確かな足跡を残した重要な節目です。

東座名誉館主とのご縁と文化振興
　平成3年（1991年）、大規模修復を終えた東座のこけら落とし公
演に、藤井氏の尽力によって18代目中村勘三郎氏（当時は勘九郎）

の来訪が実現し、東座の「名誉館主」を引き受けられることになり
ます。
　その後も、平成18年（2006年）7月の「十八代目中村勘三郎襲
名披露全国芝居小屋公演」など、数々の重要な舞台が東座で披露
されました。藤井氏が結んだ温かいご縁は、地域の伝統文化に新
たな彩りを添え、次の世代へと受け継ぐ大きな支えとなりました。

藤井孝男氏のお別れの会が
執り行われました
　令和8年7月15日（水）、東京都港区の東京プリンスホテルで、
故藤井孝男氏の「お別れの会」がしめやかに執り行われました。
　開式に先立ち、佐伯町長から藤井氏の夫人・南七子さんへ、
名誉町民の証と徽章が贈呈されました。
　これまでの多大なるご功績に深く感謝申し上げるとともに、
故人の安らかなご冥福を心よりお祈り申し上げます。

第73代運輸大臣に就任
　年表の中でも大きな節目が、平成9年（1997年）の運輸大臣へ
の就任です。
　当時は、行政改革が国の最重要課題とされた「第2次橋本改造
内閣」の時代でした。藤井氏は、後の「国土交通省」へとつながる
組織の再編を控えた重要な時期に、日本の交通や物流のトップを
任されました。
　新幹線の整備など、国を挙げた大改革の最前線で指揮をとった、
国家のリーダーとしての歩みを象徴する出来事です。 岐阜新聞社提供

　去る4月13日、元運輸大臣の藤井孝男氏が83歳で逝去されました。ここに謹んで哀悼の意
を表します。
　長年にわたり国政の第一線で活躍し、我が国の発展に尽力された藤井氏。その一方で、常に
郷土である白川町を深く想い、地域のインフラ整備をはじめとする町の発展に多大なる貢献を
されました。
　町では、これまでの輝かしい足跡と深い郷土愛、そして旭日大綬章の受章
にも結びついた数々の功績を称え、藤井氏を白川町名誉町民として選出いた
しました。
　本特集では、藤井氏への尽きない感謝と敬意を込めて、その歩まれた軌跡
を略歴とともに振り返ります。

岐阜新聞社提供
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